
　　

　
  

    

　

 

　

　　　

　

　

　

　　

 

　　

　

　　

　

　　　

　

　　

　

「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」

人
吉
別
院
で
物
故
者
三
回
忌
追
悼
法
要

　

熊
本
教
区
が
県
仏
教
会
と
共
催

４
市
村
に
義
援
金
届
け
る

球
磨
地
域
１７
寺
で
組
織
の
有
志
の
会

　

　

　

　

　　

（
救
済
金
）
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
流
行
で
支
援
活

動
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
人
吉
別
院
で
の
物
故

者
三
回
忌
追
悼
法
要
を
契

機
に
義
援
金
を
届
け
る
こ

と
と
し
た
。

　

義
援
金
を
受
け
取
っ
た

山
江
村
の
内う

ち

山や
ま

慶け
い

治じ

村
長

は「
義
援
金
を
い
た
だ
き
、

大
変
あ
り
が
た
い
。
私
も

浄
土
真
宗
の
門
徒
。
皆
さ

ま
の
優
し
さ
を
胸
に
、
み

仏
の
あ
た
た
か
な
お
慈
悲

に
か
な
う
生
き
ざ
ま
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
熊

本
県
球
磨
地
域
に
あ
る
本

派
寺
院
１７
カ
寺
で
組
織
す

る
「
被
災
者
支
援
を
行
う

有
志
の
会
」（
恒
松
見
照

代
表
＝
相
良
村
・
聚
教
寺

住
職
）
は
６
月
２８
日
と
７

月
１
日
、
被
災
し
た
人
吉

市
、
球
磨
村
、
相
良
村
、

山
江
村
に
義
援
金
を
届
け

た
。
ま
た
、
災
害
で
亡
く

な
っ
た
門
徒
の
遺
族
に
も

「
香
典
」
を
届
け
た
。

　

同
会
は
豪
雨
直
後
か
ら

１
年
間
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

支
援
を
呼
び
か
け
、
全
国

か
ら
支
援
物
資
や
義
援
金

　
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」

物
故
者
三
回
忌
追
悼
法
要

が
７
月
３
日
、
人
吉
別
院

（
熊
本
県
人
吉
市
）
で
営

ま
れ
た
。
熊
本
教
区
と
熊

本
県
仏
教
会
と
の
共
催
。

遺
族
５
人
を
含
む
４０
人
が

参
拝
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

に
対
応
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
も
行
っ
た
。

　

令
和
２
年
７
月
３
日
か

ら
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、

特
に
球く

磨ま

川
流
域
を
中
心

に
熊
本
県
で
死
者
６７
人

（
災
害
関
連
死
２
人
含

む
）
、
行
方
不
明
者
２
人

な
ど
、
多
く
の
尊
い
人
命

が
失
わ
れ
、
建
物
・
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

の
破
壊
や
流
失
、
浸
水
に

よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。
２
年
経
っ
た
今
も
、

山
間
の
道
路
や
川
に
は
災

害
の
爪
痕あ

と

が
残
り
、
人
吉

市
中
心
部
は
さ
ら
地
が
目

立
つ
な
ど
、
復
旧
工
事
が

続
い
て
い
る
。

　

法
要
は
、
大お

お

辻づ

子し

順じ
ゅ
ん

紀き

教
務
所
長
の
挨
拶
後
、
野

村
宗
雄
輪
番
の
導
師
で
阿

弥
陀
経
作
法
を
お
つ
と

め
。
参
拝
者
が
焼
香
し
た

（
写
真
）
。

　

豪
雨
直
後
か
ら
被
災
者

支
援
を
続
け
る
藤ふ

じ

岡お
か

教き
ょ
う

顕け
ん

さ
ん
（
熊
本
県
湯
前
町
・

明
導
寺
住
職
）が
法
話
し
、

「
町
中
で
『
が
ん
ば
ろ
う

人
吉
球
磨
』
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
目
に
す
る
。
こ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
励
ま
さ
れ
る

方
も
い
る
が
、
頑
張
り
続

け
て
こ
れ
以
上
頑
張
れ
な

い
人
に
と
っ
て
は
、
わ
か

っ
て
も
ら
え
な
い
つ
ら
さ

が
増
幅
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
全
国
か
ら

い
た
だ
い
た
手
紙
の
中
に

綴つ
づ

ら
れ
て
い
た
『
困
難
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、〝
大

丈
夫
、
ま
か
せ
な
さ
い
〟

と
い
う
阿
弥
陀
さ
ま
の
お

は
た
ら
き
を
、
共
に
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う
』
の
文
字

に
私
は
救
わ
れ
た
。
復
興

へ
の
道
を
歩
め
ま
す
」
と

話
し
た
。

　

参
拝
し
た
國
本
五
月
さ

ん（
４７
）は
、
こ
の
豪
雨
で

夫
の
両
親
を
亡
く
し
た
。

國
本
さ
ん
は
報
道
各
社
の

取
材
を
断
り
、
別
院
職
員

を
通
じ
て
「
い
ろ
ん
な
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
て
、
話

せ
な
い
」
と
、
苦
し
い
胸

の
内
を
伝
え
た
。

　

　　

　　 　
　


